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保護者会資料 令和７年４月１８日(金)

荒川区立第一中学校 教務部

本校の評価・評定について

１ 新学習指導要領の趣旨を踏まえた評価の観点

学習指導要領の改訂において，すべての教科等の目標及び内容が，｢知識及び技能｣，｢思考

力，判断力，表現力等｣，｢学びに向かう力，人間性等｣の育成を目指す資質･能力の三つの柱で

再整理されました。

各教科における評価は，学習指導要領に示された各教科の目標や内容に照らして学習状況

を評価するもので，上記の三つの柱を踏まえて，｢知識･技能｣，｢思考･判断･表現｣， ｢主体的に

学習に取り組む態度｣の３観点に整理されています。

各教科における評価の基本構造

学習指導要領に示す 思考力,判断力, 学びに向かう力,
知識及び技能

目標や内容 表現力等 人間性等

観点別学習状況評価の 感性,思いやり
など

各観点
知識･技能 思考･判断･表現

●観点ごとに評価し，生徒の 主体的に学習に
学習状況を分析的に捉える
もの。 取り組む態度

●観点ごとにＡＢＣの３段階
で評価。

評定 個人内評価

●観点別学習の評価の結果を総括するもの。 ●観点別学習状況や評定には示しきれない生徒一人一人

●５段階で評価。 の良い点や可能性,進歩の状況について評価するもの。

各教科における学習の過程を 各教科の知識及び 知識及び技能を獲得したり，

通した知識及び技能の習得につ 技能を活用して課題 思考力，判断力表現力等を身

いて評価を行うとともに ，それら を解決する等のため に付けたりするために，自らの

を既有の知識及び技能と関連づ に必要な思考力，判 学習状況を把握し ，学習の進

けたり活用したりする中で，他の 断力，表現力等を身 め方について試行錯誤するな

学習や生活の場面でも活用でき につけているかどう ど自らの学習を調整しながら，

る程度に概念等を理解したり，技 かを評価します。 学ぼうとしているかどうかとい

能を習得したりしているかを評価 う意志的な側面を評価します。

します。
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２ 評価の方法

◇｢ペーパーテスト｣

ペーパーテストには，単元(題材)ごとや１単位時間ごとに行う小テスト，中間や期末

テストといった定期テストなどがあります。

◇｢観察や対話による評価｣ … 活動のようすの観察，ノート，面接などを通して行う。

◇｢作品の評価｣ … 作文，小論文，レポート，作品などを通して行う。

◇｢実演(実技)の評価｣ … 口頭発表，演奏，演技，操作などを通して行う。

３ 各教科の学習評価

各教科の学習評価においては，学習状況を分析的に捉える ｢観点別学習状況｣ と，これ

らを総括的に捉える ｢評定｣ の両方について，学習指導要領に定める目標に準拠した

評価として実施する。

Ⅰ 観点別学習状況

観点別学習状況の評価は，各教科の学習状況を分析的に捉えるものです。生徒が

それぞれの教科での学習において，どの観点で望ましい学習状況が認められ，どの観点

に課題が認められるかを明らかにすることにより，具体的な学習の改善に活かすことがで

きます。

観点別学習状況の評価は，各教科の単元や題材などのまとまりごとの学習状況をＡ，

Ｂ，Ｃの３段階別に総括したものです。

Ａ・・・｢十分満足できる｣ 状況と判断されるもの

Ｂ・・・｢おおむね満足できる｣ 状況と判断されるもの

Ｃ・・・｢努力を要する｣ 状況と判断されるもの

Ⅱ 評定

評定は各教科の観点別学習状況を総括した数値を示すものであり，生徒や保護者にと

っては，学習状況を全般的に把握できる指標として捉えられてきています。また，高等学

校の入学者選抜，奨学金の審査でも用いられているなど，広く利用されています。

５・・・ ｢十分満足できるもののうち，特に程度が高い｣ 状況と判断されるもの

４・・・ ｢十分満足できる｣ 状況と判断されるもの

３・・・ ｢おおむね満足できる｣ 状況と判断されるもの

２・・・ ｢努力を要する｣ 状況と判断されるもの

１・・・ ｢一層努力を要する｣ 状況と判断されるもの
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４ 評価から評定へ

(1) 各単元（題材）の「内容のまとまり」の評価規準に基づき，観点ごとに評価をする。

(2) 学期末に観点別学習状況の評価を出す。 ＊１・２参照

(3) 観点別学習状況の評価を，総括して評定を出す。

５ 観点別学習状況の評価と評定の関係

観点別学習状況の評価結果のＡも，評価の４も， ｢『十分満足できる 』状況と判断されるも

の｣と同じ表現で示されています。また，評定５については，｢『十分満足できるもののうち，特

に程度が高い』状況と判断されるもの｣と示されています。

したがって，観点別学習状況の評価と評定の関係を明確にするために，以下の例のように，

各観点における生徒一人一人の学習状況を数値化することにより，観点別学習状況の評価

と評定として示すことができます。

観点別学習状況の評価 学習の実現状況 各評価の範囲 評定

90％以上 ５ 特に高い程度のもの
Ａ 十分満足できる 80％以上

８0％以上 ９0％未満 ４ 十分満足できる

Ｂ おおむね満足できる 50％以上 80％未満 50％以上 80％未満 ３ おおむね満足できる

20％以上 50％未満 ２ 努力を要する
Ｃ 努力を要する 50％未満

20％未満 １ 一層努力を要する

観点別学習状況の評価と評定の関係について，次のようになります。

◎各観点が全てＡならば→評定は４以上となる（３，２，１にはならない）

◎各観点が全てＢならば→評定は３となる（５，４，２，１にはならない）

◎各観点が全てＣならば→評定は２以下となる（５，４，３にはならない）

また、観点別学習状況の評価のＡについては，その実現状況に幅があり，Ｂに近いＡもあるた

め，各観点がすべてＡでも，必ずしも５にはなりません。また，観点別学習状況の評価のＣにつ

いても，Ｂに近いＣもあるため，各観点がすべてＣでも，必ずしも１にはなりません。

＊１：学年末における評価・評定の出し方

評価・評定は「１学期」「２学期」「学年」の年間３回出し，各ご家庭へ通知します。

原則として，「学年」の評価・評定は，「１学期」と「２学期」と「３学期」の総合点で算出し

ます。

＊２：３学年における評価・評定の出し方

現行の入試体制に合わせて，３学年の評価・評定は「１学期」「調査書用評定」「学年」

を出します。原則として，「１学期」は４～７月までの成績を，「調査書用評定」では４月～

12月までの成績が反映されます。
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６ ｢特別な教科 道徳(道徳科)｣の評価について

道徳教育による評価は，教師が生徒の人間的な成長を見守り，生徒自身の自己のよりよ

い生き方を求めていく努力を評価し，それを勇気付けるはたらきをもつものです。

１単位時間の学習活動のみではなく，一定のまとまりの中で，他の生徒との比較による評

価ではなく，生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として

行うので，数値による評価ではなく，記述式で評価を行います。

７ ｢総合的な学習の時間｣の評価について

評価の観点については，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて，下の

３観点を参考に定めることとしています。この３つの観点に則して生徒の学習状況を見

取り，文章で記述します。

●｢知識･技能｣

… 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識や技能を身 に付け，

課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理解している。

●｢思考･判断･表現｣

… 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理･

分析して，まとめ･表現している。

●｢主体的に学習に取り組む態度｣

… 探究的な学習に主体的･協働的に取り組もうとしているとともに，互いのよさを生

かしながら，積極的に社会に参画しようとしている。

出典 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター ｢学習評価の在り方ハンドブック｣

東京都教育委員会 ｢指導と評価の一体化を目指して｣


